
容器名：Ａ１ 内容 分離剤 

容量 ９ｍＬ 

容器の貯蔵方法 常温 

有効期間 １年 

○ 

適用検査項目と採取上の注意点 

生化学的検査一般 

免疫血清学的検査一般 

内分泌学的検査一般 

ウイルス検査一般

その他

血液（必要量の約３倍）を採取し、５～６回ほど

静かに転倒混和したのち、約３０分間常温に静

置します。凝固完了後遠心分離し、血清を 

Ａ２容器に移し替えて冷蔵保存または凍結保存

してください。 

http://www.falco.co.jp/rinsyo/contents/pdf/A2.pdf

